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b) 吸入ステロイド薬の安全性 

 我が国では、副腎皮質ステロイド薬(CS)は怖い薬として位置付けられ、吸入薬

についてもこれまでの恐怖感が、医師と患者の両方に根強く残っている。すなわ

ち、CS は、まず経口薬や注射薬が種々の疾患で使用され、いろいろな副作用が出

現することから良く効く反面怖い薬と言う認識が定着してしまっている。喘息の

治療で使用される吸入ステロイド薬(ICS)は、CS の中では最後に登場した剤型であ

るが、すでに 20 年以上にわたり喘息の治療に用いられ、その効果と安全性から喘

息の治療に革命を起こしたと言っても過言ではない(図 11)。 

 

 

 

 

 

 喘息は、気道の炎症を特徴とする慢性疾患であり、ICS を長期に投与することが

治療の基本となる疾患である。副作用についてもしっかり研究され、ICS の常用量

では、CS の全身投与でみられる副腎機能の抑制、骨粗鬆症、糖尿病、消化性潰瘍、

免疫不全、異常脂肪沈着などはみられず、また懸念された小児の成長障害、胎児

の奇形の発生、気道上皮細胞への悪影響などもみられていない。JGL2006 で推奨さ

れている常用量である限り、咽頭のカンジダ症や嗄声が一般的な副作用で、重篤

なものはみられていない。 

 


